
介護保険サービスに関する 

関係団体懇談会資料 

日本リハビリテーション病院・施設協会 

2011,11,7 

H23.11.7
日本リハビリテーション
病院・施設協会提出資料

介護保険サービスに係る関係団体懇談会



1 1 1 

地域リハビリテーションの定義と当面の推進課題 

地域リハビリテーションとは、障害のある人々や高齢者および
その家族が、住み慣れたところで、そこに住む人々とともに、
一生安全に、いきいきとした生活が送れるよう、医療や保健、
福祉及び生活にかかわるあらゆる人々や機関・組織がリハビリ
テーションの立場から協力し合って行なう活動のすべてを言う。 

（日本リハビリテーション病院･施設協会 1991）（2001改定） 

1. 直接援助活動 

① 障害の発生予防の推進 

② 急性期～回復期～維持期リハの体制整備 

2. 組織化活動（ネットワーク・連携活動の強化） 

① 円滑なサービス提供システムの構築 

② 地域住民も含めた総合的な支援体制作り 

3. 教育啓発活動 

① 地域住民へのリハに関する啓発 



2 

地域リハビリテーション支援体制整備推進事業 
（1999年「地域リハビリテーション支援活動マニュアル」より） 都道府県リハ協議会 

都道府県リハ支援センター 

地域リハ広域支援センター 
1. 地域リハ実施機関の支援（相談支援、テクノエイド支援） 
2. リハ施設の共同利用 
3. 地域リハ施設等における従事者への援助・研修 
4. 地域レベルの関係団体、脳卒中友の会、リハビリクラブ等から

なる連絡協議会の設置・運営 

救
急
医
療
施
設 

 各種施設 
•病院・診療所 
•療養型病床群 
•老人保健施設 
•デイケア施設 
•訪看ｽﾃｰｼｮﾝ 
•特養ホーム 等 

市町村 
•在介センター
の機能強化 

•機能訓練事業
の実施 等 

住民組織 
•患者の会 
•家族の会 
•ボランティア
グループ 等 

地域住民 （一部省略） 

（二次医療圏） 

（都道府県） 

（住民に身近な地域） 



今後の地域リハビリテーション支援体制（2003年） 

地 域 住 民 

都道府県リハビリテーション支援センター 

 
地域リハ･ケアチーム 

 

市町村社協 

在介センター 

かかりつけ医 

介護支援専門員 

市町村保健福祉 

基幹型在介センター（代表） 社会福祉協議会（代表） 

保健所 

協力病院等 

障害者・高齢者 
住民代表 

その他の 
関連機関・組織 

連携 

医師会 
地域リハビリテーション 

広域支援センター 

都道府県リハビリテーション協議会 

市町村事業の支援 
介護予防事業、機能訓練事業
の強化 

教育・啓発活動の強化 等 

連携 

各種施設のリハ強化 
急性期･回復期リハの啓発 
維持期リハの充実 

 かかりつけ医のリハ理解 
 訪問リハ・通所リハの充実 
 介護保険施設（老健、特養）の
リハ強化 等 

住民組織への支援 
患者の会、家族の会、ボラ
ンティアグループ 等の育成 

連絡協議会 

通所・訪問系事業所 介護保険施設 

急性期・回復期医療施設 
機能 

2003年度老人保健健康増進等事業 
地域におけるリハビリテーションの提供
体制に関する検討委員会 
「地域におけるリハビリテーションの提
供体制に関する中間報告」より 



41 

35 

30 

34 

34 

22 

203 

248 

278 

262 

229 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50県 

2003 2004 2005 2007 2009 

50 

100 

150 

200 

250 

300ヶ所 
地域リハ広域支援センター 

実施中の都道府県 

都道府県リハ支援センター 

地域リハ整備推進事業の実施状況の推移 

地域リハ整備推進事業の実施状況の推移と主な支援活動 

主な支援活動（重複回答） 

全国の地域リハ広域支援センター実態調査  
2011年1月 160/233施設（回答率72％） 
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地域リハ広域支援センター、支援活動の目標と問題点 
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全国の地域リハ広域支援センター実態調査  
2011年1月 160/233施設（回答率72％） 

支援活動の目標 支援活動の問題点 
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包括的 
マネジメント 

機能 

介護人材（ﾍﾙﾊﾟｰ等) 

高度な医療を提供する病院 

救急病院 
・専門病院  

地域で安心して 
暮らし続けられるよう整備 

リハビリ等を
担う病院 

ケアマネジャー 

地域に密着した病
院 

地域包括 
支援センター 

※人口１万人程度の圏域 市町村レベル： 

主治医（総合医を含む）による日常
の診療対応 

都道府県レベル：  
救命救急、高度な医療など広域ニー
ズへの対応体制整備 

診療所の機能強化 
外来・往診、在宅支援 

人口20～30万レベル： 
救急病院など地域の基幹病院を中心
とする医療機関のネットワーク  

連携 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 
複合型サービス 
小規模多機能 
訪問看護 

ケア付き 
高齢者住宅 

24時間 
地域巡回型 
訪問ｻｰﾋﾞｽ 

早期の家庭復帰 

地域連携の強化 

在宅医療連携拠点機能 

在宅療養支援診療所 
有床診療所 
薬局等  

新しい公共（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ）＝地域の支え合い 

認知症サポーター、生活・介護支援サポーター、NPO、住民参加等 

医療人材 

小・中学校区レベル（※）： 

日常生活の継続支援に必要な医療・介護サービス提供体制 

在宅リハセンターの支援機能（案） 
①かかりつけ医へのリハ的支援（リハ適応の判断、リハ計画の策定等） 
②ケアマネジャー・ヘルパー等対する在宅リハに関する相談支援 
③介護予防事業へのリハ専門職の支援 
④住民・関係者のリハ的教育・啓発活動 
⑤外来リハ・通所リハ・訪問リハ等のサービス提供 

在宅リハ支援センター(案) 

かかりつけ医 

救急患者の 
確実な受入れ 

地域密着型 
特養 

地域包括ケアシステムとリハ支援機能に関する提案 

在宅療養支援診療所 
老健施設 

リハを担う病院 等 



地域で安心して 
暮らし続けられるよう整備 

地域包括ケアシステムと地域リハ支援体制整備推進事業 

都道府県レベル： 
都道府県リハ協議会 

都道府県リハ支援センター（全国22ヶ所） 

人口20～30万レベル： 
地域リハ広域支援センター 

（全国229ヶ所） 

地域リハ支援体制整備推進事業 
（全国30都道府県で実施） 

これまでの地域リハ広域支援センターの活動を通して 

① 圏域内の「強化すべき活動の支援」など戦略的支援を実施 

② ニーズの高い活動を実施、適切な活動目標を設定 

③ 活動を通して地域リハ推進のノウハウを獲得 

④ 関係機関との連携が進む 

⑤ ニーズの高いPT・OTの関与が多いと活動が改善 

⑥ リハ医の関わりで効率的・戦略的支援が促進 

⑦ 「地域リハ活動の進め方」「地域リハにおける地域医療連
携」など具体的なプログラムが課題 

包括的 
マネジメント 

機能 

介護人材（ﾍﾙﾊﾟｰ等) 

ケアマネジャー 

地域包括 
支援センター 

※人口１万人程度の圏域 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 
複合型サービス 
小規模多機能 
訪問看護 

ケア付き 
高齢者住宅 

24時間 
地域巡回型 
訪問ｻｰﾋﾞｽ 

在宅医療連携拠点機能 

在宅療養支援診療所 
有床診療所 
薬局等  

新しい公共（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ）＝地域の支え合い 

認知症サポーター、生活・介護支援サポーター、NPO、住民参加等 

医療人材 

小・中学校区レベル（※）： 

日常生活の継続支援に必要な医療・介護サービス提供体制 

在宅リハ支援センター(案) 

かかりつけ医 

地域密着型 
特養 

地域で安心して 
暮らし続けられるよう整備 

Jpn J Med vol.48 no.9 2011 
「地域リハビリテーション広域支援センターに対するアンケート調査結果報告書」 
日本リハビリテーション医学会 障害保健福祉委員会 

市町村レベル： 
在宅リハ支援センター(案) 


